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北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
成
功
に
向
け
て

　

主
要
八
か
国
（
Ｇ
８
）
及
び
一
機
関
の
首
脳
等
が

参
加
す
る
主
要
国
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）
が
、
本

年
七
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
の
間
、
北
海
道
洞
爺
湖

地
域
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
外
務
大

臣
会
議
、
財
務
大
臣
会
議
等
の
サ
ミ
ッ
ト
関
連
の

閣
僚
会
議
が
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
の

サ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
れ
ま
で
我
が
国
で
開
催
さ
れ
た
サ

ミ
ッ
ト
と
は
異
な
り
、
こ
う
し
た
閣
僚
会
議
が
全
国

各
地
で
多
数
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
、

○　

平
成
一
三
年
の
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ

ロ
事
件
以
降
、
我
が
国
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
サ

ミ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
。

○　

反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
掲
げ
る
団
体
に
よ
る
暴

動
が
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

○　

Ｇ
８
各
国
以
外
に
も
、
中
国
を
始
め
と
す
る

様
々
な
国
の
要
人
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
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お
そ
れ
が
あ
る
ほ
か
、
過
激
派
や
右
翼
に
よ
る
「
テ

ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件
や
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
掲
げ

る
団
体
に
よ
る
デ
モ
等
に
伴
う
違
法
行
為
の
発
生
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。　

　

警
察
で
は
、
こ
の
よ
う

な
厳
し
い
情
勢
を
踏
ま
え
、

全
国
か
ら
多
く
の
部
隊
を

北
海
道
へ
特
別
派
遣
す
る

な
ど
、
組
織
の
総
力
を
挙

げ
た
取
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

一　

国
際
テ
ロ
の
情
勢

　

我
が
国
は
、
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
か
ら
米
国
の
同
盟

国
と
み
な
さ
れ
、
テ
ロ
の

標
的
と
し
て
名
指
し
さ
れ

て
お
り
、
北
海
道
洞
爺
湖

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る

機
会
に
テ
ロ
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
に
も
、
一
七
年
七

月
、
英
国
に
お
け
る
グ
レ

ン
イ
ー
グ
ル
ズ
・
サ
ミ
ッ
ト

の
開
催
期
間
中
に
は
、
ロ

ン
ド
ン
で
同
時
多
発
テ
ロ

北海道洞爺湖サミットの会場となるザ・ウィンザーホテル洞爺

　

主
要
国
の
首
脳
が
一
堂
に
会
す
る
サ
ミ
ッ
ト
は
、

国
際
テ
ロ
の
格
好
の
攻
撃
対
象
で
あ
り
、
今
回
の
サ

ミ
ッ
ト
に
際
し
て
、
我
が
国
が
テ
ロ
の
標
的
と
な
る

事
件
が
発
生
し
た
ほ
か
、
一
六
年
三
月
に
は
、
ス
ペ

イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
で
も
、
同
時
多
発
列
車
爆
破
テ

ロ
事
件
が
発
生
し
て
お
り
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
の
北

海
道
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
地
域
や
公
共
交
通

機
関
等
を
ね
ら
う
テ
ロ
に
も
警
戒
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以

降
、
世
界
各
地
に
お
い
て
米
国
権
益
に
対
す
る
テ
ロ

が
発
生
し
て
お
り
、
一
九
年
九
月
に
は
、
ド
イ
ツ
に

お
い
て
、
米
軍
基
地
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
際
空
港

等
に
対
す
る
同
時
爆
破
テ
ロ
計
画
が
摘
発
さ
れ
ま
し

た
。
我
が
国
に
も
米
国
関
連
施
設
が
多
数
存
在
す
る

と
こ
ろ
、
現
在
米
国
で
拘
束
中
の
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ

幹
部
ハ
リ
ド
・
シ
ェ
イ
ク
・
モ
ハ
メ
ド
が
、「
在
日

米
国
大
使
館
を
破
壊
す
る
計
画
等
に
関
与
し
た
」
と

供
述
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
標
的
と
し
た
テ
ロ
が
発
生

す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
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二　

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
盛
り
上
が

り
が
予
想
さ
れ
る
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
運
動

　

一
三
年
の
ジ
ェ
ノ
バ
・
サ
ミ
ッ
ト
以
降
、
サ
ミ
ッ

ト
開
催
時
に
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
掲
げ
る
大
規
模

な
デ
モ
等
が
行
わ
れ
、
そ
の
過
程
で
、
参
加
者
の
一

部
が
暴
徒
化
し
、
多
数
の
負
傷
者
や
逮
捕
者
が
出
て

い
ま
す
。
一
九
年
六
月
に
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
た
ハ

イ
リ
ゲ
ン
ダ
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
の
際
も
、
ド
イ
ツ
国
内

外
の
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
掲
げ
る
団
体
に
よ
り
、

集
会
や
抗
議
デ
モ
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
近

郊
都
市
ロ
ス
ト
ッ
ク
で
行
わ
れ
た
デ
モ
（
主
催
者
発

表
八
万
人
）
で
は
、
全
身
を
黒
装
束
で
ま
と
っ
た
い

わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー

プ
を
含
む
約
三
、〇
〇
〇
人
が
暴
徒
化
し
、
警
察
部

隊
に
対
す
る
火
炎
瓶
や
石
の
投
て
き
、
車
両
等
へ
の

放
火
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ミ
ッ
ト
会
場
周

辺
で
は
、
抗
議
行
動
の
参
加
者
に
よ
る
座
込
み
等
に

よ
っ
て
道
路
や
鉄
道
が
封
鎖
さ
れ
、
各
国
代
表
団
の

一
部
が
予
定
ル
ー
ト
の
変
更
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
の

事
態
も
発
生
し
ま
し
た
。
一
連
の
抗
議
行
動
で
、
日

本
人
一
人
を
含
む
約
一
、一
〇
〇
人
が
ド
イ
ツ
警
察

に
よ
り
身
柄
を
拘
束
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
反
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
掲
げ
る
団
体
等
も
、
集
会
や
抗
議

デ
モ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
部
の
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
掲
げ
る
団
体
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、「
Ｇ
８
反
対
」、「
サ
ミ
ッ
ト
中
止
」

等
を
訴
え
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
対
す
る
抗

議
行
動
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
団
体
は
、
ハ
イ
リ
ゲ
ン
ダ
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い

て
道
路
封
鎖
等
の
妨
害
行
動
を
組
織
し
た
海
外
の
活

動
家
を
招
い
て
講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
北
海
道

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て

い
ま
す
。

　

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
を
め
ぐ
っ
て
は
、
国
内 座込みによってサミット会場に通じる道路を封鎖するデモ隊（６月、ドイツ）（時事）

外
の
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
掲
げ
る
団
体
が
連
携
し

て
、
集
会
、
デ
モ
を
始
め
と
す
る
様
々
な
活
動
を
行

う
も
の
と
み
ら
れ
、
そ
の
過
程
で
暴
動
等
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

三　
「
サ
ミ
ッ
ト
粉
砕
」
を
主
張
し
、
反
グ
ロ
ー
バ

　

リ
ズ
ム
を
掲
げ
る
団
体
へ
の
浸
透
を
図
る
過
激
派

　

過
激
派
は
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
を
「
帝
国

主
義
・
超
大
国
間
の
支
配
と
利
害
調
整
を
第
一
に
し

た
陰
謀
会
議
」
等
と
み
な
し
、機
関
紙
等
で
そ
の
「
粉

砕
・
爆
砕
」
を
主
張
し
、
反
対
闘
争
に
取
り
組
む
姿

勢
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
過
激
派
は
、
将
来
の
共
産
主
義
革
命
に
備

え
る
た
め
組
織
の
維
持
・
拡
大
を
ね
ら
い
、
警
戒
心

を
持
た
れ
な
い
よ
う
に
暴
力
性
を
隠
し
て
反
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
運
動
の
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る
、
貧
困
問
題

や
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の

過
程
で
、
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
掲
げ
る
団
体
と
の

連
携
を
強
め
、こ
れ
ら
の
団
体
の
組
織
運
営
に
浸
透
・

介
入
し
、
主
導
す
る
動
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。
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特
に
、
共
産
主
義
者
同
盟
（
統
一
委
員
会
）、
Ｊ

Ｒ
Ｃ
Ｌ
、
黒
ヘ
ル
グ
ル
ー
プ
等
は
、
海
外
で
開
催
さ

れ
る
国
際
会
議
の
抗
議
行
動
に
参
加
す
る
な
ど
し

て
、
海
外
の
団
体
と
の
連
携
を
強
め
、
ハ
イ
リ
ゲ
ン

ダ
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
で
も
、
黒
ヘ
ル
グ
ル
ー
プ
の
活
動

家
が
抗
議
行
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
グ

ル
ー
プ
は
、
海
外
の
団
体
と
の
間
で
構
築
し
た
共
闘

ロストック市内のデモにおいて反対派による放火により炎上する車両（６月、ドイツ）（時事）

「沖縄サミット粉砕」を主張してデモ行進する過激派 （12年７月、沖縄）

海外の労働団体が参加したデモ（11月、東京）

関
係
を
い
か
し
て
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
も

過
激
な
抗
議
行
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
革
労
協
反
主
流
派
は
、
一
二
年
の
九
州
・

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
際
、
米
軍
横
田
基
地
に
向
け
飛
翔

弾
を
発
射
す
る
事
件
を
引
き
起
こ
し
て
お
り
、
北
海

道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
対
し
て
も
「
爆
砕
」
を
主
張

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件
を

引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

四　

領
土
問
題
等
を
と
ら
え
諸
外
国
へ
の
批
判
活
動

等
に
活
発
に
取
り
組
む
右
翼

　

右
翼
は
、
北
方
領
土
問
題
等
を
め
ぐ
り
ロ
シ
ア
批

判
を
展
開
し
て
い
る
ほ
か
、一
部
の
右
翼
は
ヤ
ル
タ
・

ポ
ツ
ダ
ム
体
制
（
注
）
打
倒
の
立
場
か
ら
米
国
批
判

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
時
に
は
、
Ｇ
８
各

国
以
外
に
も
中
国
、
韓
国
等
、
様
々
な
国
の
要
人
が
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警
備
諸
対
策

一　

態
勢
の
構
築

　

警
察
で
は
、
一
九
年
七
月
三
日
、
警
察
庁
に
次
長

を
長
と
す
る
「
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
等
警
備
対

策
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
道
、

フラトコフ・ロシア首相来日に伴う右翼による街頭宣伝活動（2月、東京）

京
都
府
、
大
阪
府
警
察
が
、
そ
れ
ぞ
れ
サ
ミ
ッ
ト
対

策
課
を
設
置
し
た
ほ
か
、
そ
の
他
の
す
べ
て
の
都
県

警
察
に
お
い
て
も
警
備
連
絡
室
等
を
設
置
す
る
な
ど
、

全
国
警
察
一
体
と
な
っ
て
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

二　

基
本
方
針

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
警
備
の
基
本
方
針
は
、

○　

国
内
外
要
人
の
身
辺
の
安
全
と
行
事
の
円
滑
な

遂
行
の
確
保

○　

国
際
テ
ロ
の
未
然
防
止

○　

記
者
団
、
随
員
等
の
安
全
か
つ
円
滑
な
移
動
の

確
保

で
す
。

第２回北海道洞爺湖サミット等警備対策委員会

合同訓練

来
日
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
街
頭
宣
伝

活
動
や
宿
泊
先
等
へ
の
接
近
・
徘
徊
事
案
等
の
発
生

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
情
勢
の
推
移
に
よ
っ
て

は
、「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件
を
引
き
起
こ
す
こ
と

も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

（
注
）
ヤ
ル
タ
・
ポ
ツ
ダ
ム
体
制

　

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
昭
和
二
〇
年
二
月
、
ソ

連
（
当
時
）
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
所
在
す
る
ヤ
ル
タ
に

米
英
ソ
三
か
国
の
首
脳
が
集
ま
り
、
ソ
連
の
対
日
参

戦
と
そ
の
条
件
等
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
同
年
七

月
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
近
郊
の
ポ
ツ
ダ
ム
に
お
い
て
、

同
三
か
国
の
首
脳
に
よ
り
日
本
の
降
伏
条
件
を
示
す

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が
決
定
さ
れ
た
。
一
部
の
右
翼
は
、

両
会
議
後
の
国
際
社
会
の
体
制
を
「
米
ソ
二
大
大
国

に
よ
る
世
界
支
配
体
制
」（
ヤ
ル
タ
・
ポ
ツ
ダ
ム
体
制
）

と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
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三　

部
隊
の
対
処
能
力
の
向
上

　

反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
掲
げ
る
過
激
な
勢
力
に
よ

る
デ
モ
等
に
対
処
す
る
た
め
、
複
数
の
都
道
府
県
警

察
が
合
同
し
て
実
戦
的
訓
練
を
行
う
な
ど
、
部
隊
の

練
度
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

四　

関
係
機
関
、
事
業
者
と
の
連
携

　

テ
ロ
等
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
関
係
行
政
機

関
、
公
共
交
通
機
関
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
等
と

緊
密
に
連
携
し
、
各
種
協
議
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
合
同

訓
練
を
行
う
な
ど
官
民
を
挙
げ
た
取
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

合同訓練

五　

地
域
住
民
等
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
の
取

組
み

　

サ
ミ
ッ
ト
警
備
で
は
、
警
察
官
に
よ
る
警
戒
や
検

問
、
交
通
規
制
等
、
長
期
間
、
広
範
囲
に
わ
た
る
厳

重
な
警
戒
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

警
察
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
関
係
市

町
村
長
や
地
域
住
民
と
協
議
を
行
い
、
サ
ミ
ッ
ト
警

備
に
関
す
る
理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

警護訓練

地域住民等に対する説明会（12月、北海道）
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六　

外
国
治
安
機
関
と
の
連
携

　

警
察
庁
で
は
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
香
港
等
近
年
に
大
規
模
警
備
を
担
当
し
た

国
や
地
域
の
治
安
機
関
幹
部
と
の
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ドイツ連邦刑事庁長官と意見交換

一　

国
内
外
関
係
機
関
と
の
連
携

　

警
察
で
は
、
外
国
治
安
情
報
機
関
等
と
の
連
携
を

よ
り
緊
密
に
し
、
テ
ロ
関
連
情
報
の
収
集
や
分
析
を

強
化
し
て
い
る
ほ
か
、
不
審
な
情
報
に
つ
い
て
は
、

総
合
的
に
分
析
し
、
徹
底
し
た
解
明
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
入
国
を
阻
止
す
る
た
め
、

入
管
法
の
改
正
に
伴
い
一
九
年
一
一
月
に
導
入
さ
れ

た
外
国
人
個
人
識
別
情
報
認
証
シ
ス
テ
ム
（
Ｂ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
）
を
活
用
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
国
際
海
空

港
で
の
水
際
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

二　

国
民
の
協
力
を
確
保
す
る
た
め
の
取
組
み

　

一
七
年
の
英
国
・
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
同
時
多
発

テ
ロ
事
件
等
を
踏
ま
え
て
、
テ
ロ
の
標
的
と
さ
れ
る

お
そ
れ
の
あ
る
公
共
交
通
機
関
等
に
警
戒
を
呼
び
掛

け
て
い
る
ほ
か
、
テ
ロ
に
関
す
る
不
審
情
報
を
確
実

に
入
手
す
る
た
め
、
テ
ロ
リ
ス
ト
が
犯
行
の
準
備
段

階
に
お
い
て
利
用
す
る
可
能
性
の
あ
る
爆
発
物
原
材

料
取
扱
業
者
、
旅
館
業
者
、
不
動
産
業
者
等
に
対
し
、

警
察
へ
の
協
力
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

国
際
テ
ロ
対
策

外国人個人識別情報認証システム（11月、千葉）（時事）

　

警
察
は
、
過
激
派
や
右
翼
に
よ
る
「
テ
ロ
、
ゲ
リ

ラ
」
事
件
や
、
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
掲
げ
る
団
体

の
デ
モ
等
に
伴
う
違
法
事
案
の
未
然
防
止
の
た
め
の

情
報
収
集
や
、
過
激
派
の
非
公
然
ア
ジ
ト
を
摘
発
す

る
た
め
の
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対
す
る
ロ
ー

ラ
ー
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
省
庁
や
関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携
を

過
激
派
・
右
翼
・
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
運
動
対
策
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と
り
、
管
理
者
対
策
、
水
際
対
策
等
を
積
極
的
に
講

じ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
洞
爺
湖
地
域
や
各
閣
僚
会
議
の
開
催
地
で

は
、
要
人
の
行
先
地
や
宿
泊
施
設
、
ま
た
、
過
激
派

や
右
翼
等
の
攻
撃
対
象
と
な
り
得
る
施
設
等
に
対
す

る
警
戒
を
強
化
し
、「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件
、
右

翼
に
よ
る
接
近
、
徘
徊
事
案
の
未
然
防
止
を
図
る
と

　

サ
ミ
ッ
ト
開
催
の
機
会
を
ね
ら
っ
た
サ
イ
バ
ー
テ

ロ
の
発
生
に
備
え
て
、
警
察
で
は
、
重
要
イ
ン
フ
ラ

事
業
者
等
の
シ
ス
テ
ム
管
理
者
と
緊
密
な
連
携
を
図

り
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
必
要
な

助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
万
一
サ
イ
バ
ー
テ

ロ
が
発
生
し
た
際
に
は
、
的
確
に
対
処
で
き
る
態
勢

を
確
立
す
る
た
め
、
都
道
府
県
警
察
に
お
い
て
、
重

要
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
等
と
の
共
同
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
テ
ロ
対
策

重要インフラ事業者連絡協議会（11月、兵庫）

と
も
に
、右
翼
の
街
頭
宣
伝
車
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
違
法
事
案
が
発
生
し
た
際
に
は
、
徹
底
し
た

取
締
り
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。




